科学研究費補助金・基盤研究（Ａ）
「ミレニアム津波ハザードの総合的リスクと被災後の回復過程の評価」
第4回　研究集会
日時：2011年12月16日（金）　15：00　～
会場：JAMSTEC東京事務所（富国生命ビル23階）
プログラム
15:00－15:10
今村　文彦
「あいさつ」
15:10－15:40
菅原　大助
「869年貞観地震津波の研究レビューおよび2011年東北沖地震津波との関係」
15:40－16:10
後藤　和久
「2011年津波の遡上限界と堆積物分布の関係について」
16:10－16:40
橘　徹
「流向痕跡の分布に基づく，宮古市田老地区における遡上津波の流れの推定，2011年東北地方太平洋沖地震津波」
16:40－18:00
その他・討議など
津波工学研究報告寄稿のお願い
東北大学津波工学研究室では，毎年「津波工学研究報告」を発行しております．津波に関する研究・調査成果・結果，資料をまとめるもので，ページ数などの制限はありません．文書として残したいという希望の方がおられましたら，2012年２月末までに御投稿頂ければ幸いです．今年は，東日本大震災もありましたので，皆さまの研究成果を是非，ご投稿下さい．また，本報告書を希望の方もご連絡下さい．なお，今までの目次は以下をご参考下さい．
http://www.tsunami.civil.tohoku.ac.jp/hokusai3/J/publications/publications.html

投稿規定
文書：Wordファイル，テキストファイル，または手書き
図面：番号を明記の上に１枚づつ図面及び表を貼る
原稿内容：タイトル，著者名，論文，（謝辞），参考文献，図面番号とタイトル
参考文献例（細部はこだわりませんが一応の例として）：
松富英夫・今村文彦・都司嘉宣・韓世燮・G.S.Prasetya：1994年東ジャワ地震津波の現地調査，海岸工学論文集，第42巻，pp.346-350，1995．
原稿の書式：自由（こちらで２段組に編集いたします）
提出物：文書ファイル，図面（A4サイズに出力し，図面タイトル，番号をメモしておく）
ファイルをCDなどに同封下さい．メイルで文書ファイルをお送り頂いても結構です．
「ミレニアム津波ハザード」ウェブサイトのご案内
科学研究費補助金・基盤研究（Ａ）研究課題「ミレニアム津波ハザードの総合的リスクと被災後の回復過程の評価」では，研究の成果の公開と研究組織内の意見・情報交換を目的に，下記の通りウェブサイトを開設しております．
http://www.tsunami.civil.tohoku.ac.jp/hokusai3/J/millennium_tsunami/
ウェブサイトでは，研究計画・組織のご紹介のほか，研究組織内では研究集会での発表資料などのデータ共有を行っております．是非ともご覧下さい．発表資料へのアクセスにつきましては，下記連絡先までお問い合わせ下さい．
菅原大助
980-8579 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉6-6-11-1106
東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター津波工学研究分野
Email: sugawara@tsunami2.civil.tohoku.ac.jp
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